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兵隊さん有難う

私どもの熱情をどうかお汲み取りください　　文人協会
興亜 (こうあ)の聖戦 (せいせん)に邁進 (まいしん)して、茲 (ここ)に早 (はや)くも第 (だい)三年 (ねん)の新 (しん)春 (しゆん)を迎 (むか)へます。
愛 (あい)と正義 (せいぎ)と、これにのみ燃 (も)える皇國 (こく)の世 (せ)界 (かい)原 (げん)理 (り)は、支那 (しな)四百餘 (よ)洲 (しゆう)をして、またたく間 (ま)にこれを、御稜威 (みいつ)の下 (もと)に、打 (う)ち照 (て)らさせずにはおきませんでした[。]と云 (い)ふのも、これひとへに陛下 (へいか)に、いのちを捧 (さゝ)ぐべく打 (う)つて出 (で)たあなた方 (がた)、皇軍將兵 (こうぐんしやうへい)の御奉公 (ほうこう)の賜物 (たまもの)に、他 (ほか)ならぬこと勿論 (もちろん)であります。
併 (しか)し、八紘一宇への日本 (ぽん)の大理想 (だいりそう)は、これが實 (じつ)現 (げん)に奮闘 (ふんとう)すべく、今 (いま)やつとその緒 (ちよ)に就 (つ)いたばかりであります。戰 (たたか)ひは正 (まさ)にこれからであります。私達 (わたしたち)銃後 (じゆうご)の國 (こく)民 (みん)は、ますます固 (かた)くふんどしを締 (し)め直 (なほ)してゐることを御承 (しよう)知 (ち)下 (くだ)さい。殊 (こと)に、事 (じ)變 (へん)以 (い)來 (らい)の半 (はん)島 (とう)の愛國 (あいこく)的 (てき)熱情 (ねつぜう)が如何 (いか)に狂 (くる)ほしいまでに高潮 (こうちやう)してゐるか、そして又 (また)、銃 (じゆう)を取 (と)つて第 (だい)一線 (せん)に立 (た)ちたいとて、血書 (けつしよ)を携 (たずさ)へて願 (ねが)ひ出 (で)る半島 (はんとう)青 (せい)年の數 (すう)が、如何 (いか)に多 (おほ)いかは、或 (あるひ)は新聞 (しんぶん)などであなた方 (がた)も、既 (すで)に御存 (ごぞん)じかも知 (し)れません。
この情熱 (ぜうねつ)の根源 (こんげん)は、むろん皇 (こう)恩 (おん)□□□□一を報いむとする、赤 (せき)誠 (せい)からでありませうが、より直接 (ちよくせつ)には、忠勇 (ちうゆう)無双 (むさう)なるあなた方 (がた)、皇軍 (こうぐん)つまりニツポンの兵隊 (へいたい)さんに對 (たい)する、絶對 (ぜつたい)的 (てき)な感謝的 (かんしやてき)な情 (ぜう)から發 (はつ)してゐることを御承 (しよう)知 (ち)あられよ。三年この方 (かた)、内鮮 (ないせん)一體 (たい)の政治的 (せいじてき)現實 (げんじつ)の下 (もと)に、大 (だい)規 (き)模 (ぼ)な生 (せい)成 (せい)發 (はつ)展 (てん)の實 (み)を遂 (と)げつゝある朝鮮 (ちようせん)半島 (はんとう)――この半島 (はんとう)に於 (お)ける數 (かず)限 (かぎ)りない銃後 (じうご)の美談 (びだん)は、世界 (せかい)の歴史 (れきし)に類例 (るいれい)を見 (み)ないほど、華 (はな)々しく且 (かつ)は涙 (なみだ)ぐましいものがあるのです。
戰地 (せんち)には應召 (おうせう)兵 (へい)の外 (ほか)、半島 (はんとう)出身 (しゅつしん)の志願兵 (しぐわんへい)も澤山 (たくさん)居 (を)りませうが、銃後 (じうご)の半島 (はんとう)には武装 (ぶそう)せぬ皇軍將兵 (こうぐんせうへい)が幾 (いく)十百萬となく、多勢 (おほぜい)ゐることを御存 (ぞん)じでせうか？われら二百餘 (よ)名 (めい)の朝 (てう)鮮 (せん)文 (ぶん)人 (じん)協 (けう)會 (くわい)員 (いん)も、悉くその一人 (り)宛 (づゝ)であるこ[と]をお知らせすることは、陛下 (へいか)に對 (たい)し奉つた無上 (むぜう)の誇 (ほこ)りとする處 (ところ)であります。
『朝鮮文人協會 (てうせんぶんじんけうくわい)』これは半島 (はんとう)における内鮮人 (ないせんじん)一切の文藝家 (ぶんげいか)が打 (う)つて一丸 (がん)となり日本 (ぽん)精 (せい)神 (しん)に基 (もと)づく國 (こく)民 (みん)文 (ぶん)學 (がく)を創造 (そうぞう)すべく蹶起 (けつき)して、昭和十四年十月廿九日、京 (けい)城府 (ぜうふ)府民館 (ふみんくわん)に於 (お)いて結成 (けつせい)された、劃 (くわく)時代的 (じだいてき)な一大結合 (けつごう)であります。酒 (さけ)を取 (と)る代 (か)わりに、筆 (ふで)を執 (と)ろう――と云 (い)ふのがわれらのモツトーであります。諸 (しよ)外 (がい)國 (こく)は勿 (もち)論 (ろん)のこと、日本 (ほん)内地 (ないち)にもあり得 (え)なかつた、この熾烈 (しれつ)なる、愛 (あい)國 (こく)的 (てき)、内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)的 (てき)一文 (ぶん)化 (くわ)團 (だん)体 (たい)が、その使命 (しめい)を果 (は)たす、第 (だい)一の行 (げう)事 (じ)として決 (き)めたのが實 (じつ)に第 (だい)一線 (せん)の皆 (みな)様 (さま)に自筆 (じひつ)自作 (じさく)の慰問 (いもん)文 (ぶん)を添 (そ)へた、慰問 (いもん)袋 (ぶくろ)をお正 (せう)月の贈 (おく)り物 (もの)として送 (おく)らうと云 (い)ふことであります。そこで取 (と)り敢 (あへ)ず、名 (めい)々がこれだけのものを作 (つく)つたのであります。大概 (たいがい)は貧 (まづ)しい者 (もの)ばかりですから、袋 (ふくろ)の内容 (ないよう)はごらんの通 (とほ)り、貧弱 (ひんじやく)ではありますが、然 (しか)し、これにこもつた精神 (せいしん)だけは充分 (じうぶん)汲 (く)んで戴 (いただ)けるかと思 (おも)ひます。
あなたの武 (ぶ)運 (うん)！　長 (てう)久 (きう)又 (また)長 (てう)久 (きう)であれ！
皇軍將兵！　萬々歳 (ざい)！
ニツポンの兵隊 (へいたい)さん、ばんざあい！　ばんざあい！　ばんざあい！
尚 (なほ)□□差出人 (さしだしにん)に、若 (も)しも□通信 (つうしん)でもなさることがありましたら、本 (ほん)協 (けう)會 (くわい)氣 (き)付 (づけ)にして下 (くだ)さい。あなた方 (がた)の通信 (つうしん)文 (ぶん)をまとめて、保存 (ほぞん)する計畫 (けいくわく)もありますから[。]ではしつかり頼 (たの)みますぞ！
昭和十四年十一月末
京城鍾路二丁目ヤソビル四階
朝鮮文人協會（國民精神總動員朝鮮聯盟加盟）

感謝にむせびつく
未知 (ち)のわが戰 (せん)友 (いう)に！
寒 (さむ)くなりました。あなたの居 (を)られる處 (ところ)も寒 (さむ)くなるでせう。此 (こ)の手紙 (てがみ)が如何 (いか)なる處 (ところ)の、何方 (どなた)の手許 (てもと)に落 (おち)るかは知 (し)りませんが、南 (なん)支 (し)を除 (のぞ)く外 (ほか)は寒 (さむ)い事 (こと)でせう。
先 (ま)づ私 (わたし)はあなたに感謝 (かんしや)いたします。御国 (くに)のために色 (いろ)々な苦勞 (くろう)をよくも耐 (た)へながら我 (わ)が日本 (ほん)の聖業 (せいげう)に邁進 (まいしん)せられてゐるあなた及 (およ)びあなた方 (がた)に本當 (ほんとう)に感謝 (かんしや)します。
私 (わたし)は今 (こん)年五月頃 (ころ)朝鮮 (てうせん)文壇 (ぶんだん)使節 (しせつ)として皇軍 (こうぐん)慰問 (いもん)に出 (で)かけ、山 (さん)西省 (せいせう)の運 (うん)城 (じやう)、安 (あん)邑まで參 (まゐ)つた事 (こと)がありまして、私 (わたし)の目 (め)で直接 (ちよくせつ)あなた方 (がた)の御努力 (どりよく)と御苦勞 (くろう)を目 (もく)□ました。今 (いま)此 (こ)の手紙 (てがみ)を書 (か)きながら、目 (め)を閉 (と)ぢてあなた方 (がた)の黒 (くろ)い御顔 (かほ)と、汗 (あせ)にびつしより濡 (ぬ)れたシヤツを心 (こころ)の中 (なか)に描 (えが)いて見 (み)る時 (とき)、實 (じつ)に何 (な)んとも言 (い)へない感謝 (かんしや)と感激 (かんげき)に咽 (むせ)ぶばかりです。
半島 (はんとう)では今般内鮮 (こんぱんないせん)の文筆人 (ぶんぴつじん)が一體 (たい)となつて、文學 (ぶんがく)をもつて報國 (ほうこく)すべく朝鮮文人協會 (てうせんぶんじんけうくわい)をつくりました。
此 (こ)の際 (さい)先 (ま)づあなた方 (がた)に感謝 (かんしや)すべき寸志 (し)を御送 (おく)りいたしますが、何卒 (なにとぞ)御笑覧 (しやうらん)ください。
昭和十四年十一月二十四日　　朴英熙

では御無事で
雨 (あめ)が降 (ふ)ります。＜２行判読不可＞せう。あなたの帽子 (ぼうし)も□□□□ぬれてゐませんですか。
「名 (な)も知 (し)らず」のあなたの事 (こと)で御ざいますが、心配 (しんぱい)になつてなりません。
あなたはどんな方 (かた)でいらつしやいますか。恐 (おそ)らく、あなたはいゝ兵隊 (へいたい)さん、そしていゝ人間 (にんげん)でいらつしやる事 (こと)と思 (おも)はれます。では御健康 (けんこう)を祈 (いの)ります。さやうなら。
崔貞熙

凱旋の時は朝鮮へ私がご案内致します。
昨 (さく)日皇軍 (こうぐん)欽州占領の報 (ほう)に接 (せつ)しました。桂林が皇軍 (こうぐん)の手 (て)に落 (お)ちるのも間 (ま)もないことゝ思 (おも)ひます。汪兆銘氏の中央 (ちうおう)政府 (せいふ)も近 (ちか)い中 (うち)に出來 (でき)上りさうだと阿部 (あべ)首相 (しゆそう)がおつしやいました。
朝鮮 (てうせん)では兵隊 (へいたい)さん方 (がた)をお慕 (した)ひ申 (もうし)上 (あ)げる心 (こころ)で皆 (みな)一杯 (ぱい)であります。何卒凱旋 (がいせん)の時 (とき)は、あなたも朝 (てう)鮮 (せん)を御通 (つう)過 (くわ)なさる様 (やう)御願申し上げます。その節 (せつ)は朝鮮 (てうせん)の好 (よ)いものを御覧 (らん)に入 (い)れませう。及 (およ)ばずながら私 (わたし)が御案内 (あんない)致 (いた)します。
何卒「南無観世音菩薩」の御 (ご)名 (めう)號 (ごう)を御 (お)唱 (とな)へ下 (くだ)さいませ、法華經 (ほつけけう)の普門品 (ふもんぼん)に「怖畏軍陣中　念彼観音力　衆怨悉退散」とお観音 (くわんのん)様 (さま)が御 (お)教 (おし)へになりました。天皇 (てんのう)陛下 (へいか)のために興亜 (こうあ)の聖戰 (せいせん)に御戰 (たたか)ひになる皇軍勇士に、必 (かなら)ずやお観音 (くわんのん)様 (さま)の御加護 (かご)が御ありのことと存 (ぞん)じます。
家には今年 (ことし)十一になる男 (おとこ)の子 (こ)や、七ツ、五ツになる二人 (り)の女 (おんな)の子 (こ)が居 (を)りますが、何 (いづ)れも「兵 (へい)隊 (たい)さんは大 (だい)好 (す)きだ」や、□□□□□□を歌つて居ります。
今度 (こんど)朝鮮 (てうせん)に文人協會 (ぶんじんけうくわい)が出來 (でき)ました。内 (ない)地 (ち)人 (じん)も一緒 (しよ)で文士 (ぶんし)達 (たち)が銃を□つて一線 (せん)に立 (た)つ代 (か)はりに、筆 (ふで)を取 (と)つて銃後の報國 (ほうこく)をしやうと云 (い)ふのが趣旨 (しゆし)であります。何卒御 (お)喜 (よろこ)び下 (くだ)さる様 (やう)御願 (ねが)ひ申上 (あ)げます。
僅 (わづか)な品 (しな)をほんの寸志 (すんし)として差上 (さしあ)げます。何卒 (なにとぞ)お身體 (からだ)を大事 (だいじ)に御健康 (けんこう)を祈 (いの)ります。
　昭和十四年十一月二十日
　朝鮮 (てうせん)京 (けい)城 (ぜう)にて　李光洙　文人協會員
　見 (み)知 (し)らぬ兵 (へい)隊 (たい)さまへ

私の代り川崎弘子を
さゝやかな私 (わたし)の感謝袋がどんな方 (かた)の手 (て)に渡 (わた)つて、少 (すこ)しでも喜 (よろこ)んで戴 (いただ)く事 (こと)が出 (で)來 (き)るかと、色 (いろ)々樂 (たの)しい空想 (くうそう)をしながらペンをとつてゐます。貴方 (あなた)は大 (おほ)きい方 (かた)ですか。眼鏡 (めがね)をかけていらし[や]るでせうか。鬚 (ひげ)は如何 (いかが)ですか。
私 (わたし)は眼鏡 (めがね)をかけ、但 (ただ)し鬚 (ひげ)のない白面 (はくめん)の一青 (せい)年（やゝ中 (ちう)年に近 (ちか)い）です。」
戰 (せん)線 (せん)での御國 (くに)の爲 (ため)の御苦 (く)勞 (ろう)に、銃 (じう)後 (ご)の我 (われ)々がどんなに感謝 (かんしや)しても感謝 (かんしや)しきれるものではございません、本當 (ほんとう)に有難 (ありがた)うございます。
私 (わたし)も先 (せん)月親友 (しんいう)を北支 (ほくし)の戰 (せん)線 (せん)に送 (おく)りました。だんだんお寒 (さむ)くなりますから、之 (これ)からは一しほ御苦勞 (くろう)も加 (くわ)はる事 (こと)でせう。何卒 (なにとぞ)御體 (からだ)を御大切 (たいせつ)にお願 (ねが)ひ致 (いた)します。
若 (も)し自 (じ)由 (ゆう)がきくならば、直 (ただち)に馳 (は)せ參 (さん)じ隱 (かく)し藝 (げい)でも何 (なん)でも演 (えん)じて御慰問 (いもん)したいのですが、それもならず、又 (また)こんな無粋 (ぶすい)な奴 (やつ)では仕 (し)方がありませんから、私 (わたし)の代理 (だいり)に川崎 (かはさき)弘子 (ひろこ)を派遣 (はけん)して小 (ちひ)さい人 (にん)形 (げう)をお届 (とゞ)けしますから、可愛 (かあい)がつてやつて下 (くだ)さい。
今回 (こんかい)朝鮮 (てうせん)では、文人協會 (ぶんじんけうくわい)と云ふのが出來 (でき)て、朝鮮 (てうせん)出身者 (しゆつしんしや)及 (およ)び内 (ない)地 (ち)出身者 (しゆつしんしや)の文人 (ぶんじん)約 (やく)二百名 (めい)が之 (これ)に參加 (さんか)して、ペン報國 (ほうこく)の意氣 (いき)も高 (たか)らかに一大 (だい)進 (しん)軍 (ぐん)を開 (かい)始 (し)する事 (こと)になりました。私 (わたし)もその末席 (まつせき)を汚 (よご)してゐますが、今回 (こんかい)慰問 (いもん)袋 (ぶくろ)を會 (くわい)員 (いん)揃 (そろ)つて皆様 (みなさま)に差 (さ)し上 (あ)げる事 (こと)となり、私 (わたし)も參加 (さんか)させて頂 (いただ)きました。
若 (も)し□□を□□の折 (おり)はぜひ御立寄 (たちよ)り下 (くだ)さい。
では御□□と御奮發 (ふんぱつ)を祈 (いの)ります。
　　　京城府本町五ノ五二　津田剛

戰線の困苦を偲び

故 (こ)國 (こく)を遠 (とほ)く離 (はな)れて聖戰 (せいせん)の一翼 (よく)として御勵 (はげ)み下 (くだ)さる帝國 (ていこく)軍人 (ぐんじん)の一人 (り)におたよりを差 (さ)し上 (あ)げる機 (き)會 (くわい)の出 (で)來 (き)ましたことを喜 (よろこ)んで居 (を)ります。ラヂオ、新聞 (しんぶん)のあらゆる報道機關 (ほうどうきくわん)によつて、前線 (ぜんせん)の貴方 (あなた)様 (さま)の御辛勞 (ごしんろう)の萬分 (ぶん)の一を知 (し)り得 (え)て居 (を)りますが、現實的 (げんじつてき)なものとしての戰爭 (せんそう)は想像 (そうぞう)以上 (いぜう)のものであることは考 (かんが)へるまでもなく、その度 (たび)に考 (かんが)へさせられますことは、銃後 (じうご)の私達 (わたしたち)の安穩 (あんおん)な生活 (せいくわつ)形態 (けいたい)でございます。
聖戰 (せいせん)三年の月日も經過 (けいくわ)致 (いた)しまして國内 (こくない)の經濟 (けいざい)、物資 (ぶつし)の上では相當 (そうとう)に緊張 (きんちやう)したものが御座 (ござ)います。[私]共 (とも)の家庭 (かてい)としましては、お米 (こめ)、炭 (すみ)、砂糖 (さとう)の價[に]より[、]それに品物 (しなもの)の切 (き)れ勝 (がち)である處 (ところ)には全 (まつた)く困 (こま)つて居 (ゐ)る次 (し)第 (だい)でありますが、これらの困難 (こんなん)は結局 (けつきよく)微 (び)々たるものであります。もつと大 (おほ)きなもの、興亜 (こうあ)の聖業 (せいげう)を貫徹 (くわんてつ)せねばやまぬ現在 (げんざい)の日本 (ほん)の立場 (たちば)から見 (み)れば、銃後 (じうご)のこれらのことは言 (こと)葉 (ば)高 (たか)く申 (もうし)上 (あ)げられるものでありません。
そちらの御日常 (ぜう)は如何 (いかが)でいらつしやいますか。こちら京 (けい)城 (ぜう)の方 (ほう)は内地 (ないち)の気候 (きこう)と變 (かは)らぬ秋 (あき)日和の日がこの數 (すう)日つゞいて居 (を)ります。
石炭 (せきたん)、炭 (すみ)が品 (しな)不足 (ふそく)なのでこの暖 (あたゝ)かさは經濟 (けいざい)的 (てき)に助 (たす)かるので何 (なに)より嬉 (うれ)しいことです。
この慰 (い)問 (もん)袋 (ふくろ)の取 (と)り纏 (まと)めは朝鮮 (てうせん)文人協會 (ぶんじんけうくわい)になつて居 (を)ります。この協會 (けうくわい)は内鮮 (ないせん)人 (じん)合同 (ごうどう)の組織 (そしき)でつい最近 (さいきん)成立 (せいりつ)したものであります。内鮮 (ないせん)一體 (たい)のスローガン！陣中 (ぢんちう)のお正 (せう)月は如何 (いかが)で御座 (ござ)いますか。
常 (つね)に張 (は)り切 (き)つていらつしやる戰地 (せんち)とは申 (もう)すもののお正 (せう)月だけは淋 (さび)しい御氣持 (きもち)で御座 (ござ)いませうとお察 (さつ)し申 (もう)し上 (あ)げます。
勿 (もち)論 (ろん)はるか祖 (そ)國 (こく)をあとに大陸 (たいりく)の戰 (せん)線 (せん)へ出征 (しゆつせい)なさつた第 (だい)一線 (せん)將 (しよう)兵 (へい)皆 (みな)様 (さま)の御 (ご)辛 (しん)苦 (く)はどうしてお正 (せう)月の淋 (さび)しさばかりに止 (とゞ)まりましやう。夏 (なつ)は百二三十度 (ど)に昇 (のぼ)る烈 (れつ)暑 (しよ)、冬 (ふゆ)は零下 (れいか)三四十度 (ど)に下 (さ)がる地 (ち)にて身 (み)は日 (にち)夜 (や)となく、敵 (てき)と銃 (じう)弾 (だん)を交 (か)はす戰 (せん)士 (し)、その數 (かず)々の艱 (かん)苦 (く)たるや、到底 (とうてい)後方 (こうほう)における者 (もの)の想に絶 (ぜつ)したことゝ存 (ぞん)じます。
然 (しか)しながらあなた方 (がた)は常 (つね)に勇 (ゆう)敢 (かん)に戰 (たゝか)ひ、以 (もつ)て皇 (こう)國 (こく)を護 (まも)り同 (どう)胞 (ほう)を庇 (かば)ふと云 (い)ふ一事 (じ)に依 (よ)つてその數 (あま)多 (た)の苦 (くる)しみを償 (おぎな)つて尚餘 (なおあま)りある光榮 (こうえい)は永遠 (えいえん)にあなた方 (がた)の身 (み)に輝 (かゞや)くのであります。
銃 (じう)後 (ご)は益 (ます)々安 (やす)らかであります。これも專 (もつぱ)らあなた方 (がた)のよく勇敢 (ゆうかん)に戰 (たゝか)つて下 (くだ)さるお蔭 (かげ)でありまして、絶 (た)えず感謝 (かんしや)を捧 (さゝ)げて止 (や)まないのであります。
終 (おは)りに武 (ぶ)運 (うん)長 (てう)久 (きう)の程 (ほど)をお祈 (いの)り申 (もう)し上 (あ)げます。

朝鮮　開城　蔡萬植

